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こ
の
会
報
は
共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
発
行
し
て
い
ま
す
。
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後

記

　今
年
の
夏
も
、
記
録
的
な
暑
さ
と

な
っ
た
昨
年
を
上
回
る
厳
し
い
夏
で

し
た
。

　記
憶
に
残
る
の
は
、夏
の
暑
さ
だ
け

で
は
な
く
、７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

か
け
て
行
わ
れ
た
「
パ
リ
２
０
２
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　開
催
期
間
中
、日
本
選
手
は
も
ち
ろ

ん
、各
国
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動
に
感
動

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
楽
し
む
こ
と
で
、

今
年
の
暑
い
夏
を
無
事
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
O
・
Ｓ
）

第82号（法人化第33号）

　Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
っ
て
い
る
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
一
般

会
員
よ
り
年
会
費
が
安
い
な
ど
有
利

な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提
示

し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・
往
復
・

連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で
２
０
１
㎞

以
上
利
用
す
る
場
合
、
２
〜
３
割
引
で

特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入
で

き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円
（
入
会
金
は
無
料
）

　常
陽
銀
行
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
も
可

能
で
す
。

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９ ‒

 

２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

賛
助
会
員
の
募
集

　当
協
議
会
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立

更
生
と
福
祉
の
増
進
、
県
民
の
方
の
理

解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　県
民
の
方
々
、
団
体
各
位
の
ご
理
解

と
ご
賛
同
の
上
、
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば

誠
に
幸
い
で
す
。

　な
お
、
賛
助
会
費
は
一
口
３
千
円

で
す
。
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各
種
相
談
の
ご
案
内

 

結
婚
相
談

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
結
婚
登
録

・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　県
内
に
居
住
し
身
体
障
害
者
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
心
身
と
も
に

結
婚
生
活
が
可
能
な
方
、
ま
た
は
結

婚
を
希
望
さ
れ
る
方
。

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

 （
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

・
時

　間

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
。

※

来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

 

総
合
相
談

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

 （
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

ç

５
時
ま
で
。

☎
０
２
９ ‒

 

２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

・
来
所
相
談

　午
前
10
時
〜
午
後
３

　時
ま
で
（
要
予
約
）

第27回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

ゆうあいカラオケ歌謡発表会アトラクション

第27回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

ゆうあいカラオケ歌謡発表会アトラクション
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　令
和
６
年
５
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、
会
の
運
営

発
展
等
に
ご
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び

本
会
役
員
等
を
退
任
さ
れ
る
方
々
に

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
本
会
役
員
を
退
任
﹈

　・
髙
野

　重
彦 

様
（
龍
ケ
崎
市
）

　・
松
﨑

　昌
樹 

様
（
潮
来
市
）

﹇
市
町
村
団
体
会
長
を
退
任
﹈

　・
原
田

　保
男 

様
（
行
方
市
）

　・
大
槻

　幸
榮 

様
（
河
内
町
）

　そ
の
後
、
茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉

課
長 

森
田
教
司
様
か
ら
来
賓
を
代
表

し
て
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長 

榊
原
利
至
様
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
会
長 

荻
津
和
良
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ

来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
議
事
に
入
り
、
令
和
５
年

令
和
６
年
度通

常

総

会

を

開

催

通常総会の様子

　米
川
会
長
様
を
は
じ
め
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
本
県
に
お
け
る
障
害

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
県
で
は
、
本
年
３
月
に

「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
に
、

「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ

な
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
権
利
擁

護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡
大
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
充
実
な
ど
、
障
害
者
施
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例

に
よ
り
、
広
く
合
理
的
配
慮
の
提
供

を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

般
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
も

踏
ま
え
、
合
理
的
配
慮
の
周
知
啓
発

に
、
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
す
べ
て
の
種
目
で
実
施
し

た
ほ
か
、
12
月
の
「
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お

い
て
も
、
芸
術
作
品
や
ス
テ
ー
ジ
で

の
発
表
会
形
式
に
よ
る
音
楽
、
ダ
ン

ス
の
発
表
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
取
組
み
が
強

化
さ
れ
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　県
で
は
、
今
後
と
も
、
各
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
協
議

会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
城
県
福
祉
部
長

　
　   

市 

村
　
美 

江

会
　
長

米 

川
　
正 

典

部
長
ご
あ
い
さ
つ

　こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人
茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　髙
木
前
会
長
を
は
じ
め
歴
代
会
長

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
を
受
け
継
ぎ
、

会
の
発
展
・
向
上
の
た
め
、
一
意
専
心

の
気
持
ち
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　さ
て
、
当
協
議
会
は
、
昭
和
42
年

５
月
に
結
成
し
、
会
設
立
か
ら
今
年
で

57
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

障
害
者
に
関
わ
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
法
整
備
や
県
条
例
の
制
定
な

ど
に
よ
り
充
実
強
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
障
害
者
が
抱

え
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
の
も
現

状
で
す
。

　ま
た
、
各
市
町
村
の
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
や
会
員

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
会
運
営
に
関
わ

る
厳
し
い
課
題
も
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
本
協
議
会
が
軸
と

な
り
、
会
員
の
皆
様
が
活
動
を
通
し
て

喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
各
種
事
業
の
充
実
と
活
性
化
に

向
け
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

度
事
業
報
告
、
収
支
計
算
書
、
公
益

目
的
支
出
計
画
実
施
状
況
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
は
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
５
期
10
年

に
わ
た
り
会
長
職
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
髙
木
昇
氏
が
、
こ
の
た
び
退
任
さ

れ
、
そ
の
功
労
を
た
た
え
同
氏
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
新
会
長
に
は
米
川
正
典
氏

が
就
任
さ
れ
、
新
役
員
体
制
に
て
令
和

６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

名誉会長

髙　木　　昇
常陸太田市

会　長

米 川　正 典
鉾田市

副会長

藤 田　賢 司
大子町

相談役

髙 野　重 彦
龍ケ崎市

副会長

中 島　秀 男
石岡市

副会長

尾 上　孝 俊
常総市

副会長

村 上　克 行
龍ケ崎市

副会長

石 津　初 美
鹿嶋市

理　事

荻 津　和 良
茨城町

理　事

齊 藤　茂 雄
取手市

理　事

大 野　幸 一
美浦村

理　事

服 部　佳 子
下妻市

理　事

今 井　輝 勝
古河市

理　事

軍 司　有 通
那珂市

新 

役 

員 

等 

の 

紹 
介

　

理　事

荒 井　栄 司
つくばみらい市

理　事

伊 藤　東 樹
牛久市(青年部会)

監　事

山 間　松 代
神栖市

監　事

中 島　隆 久
かすみがうら市

理　事

小松崎　　進
笠間市

　副
会
長
５
名
は
、
各
地
区

の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
兼
ね
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
各
福
祉
団
体
の
連

携
強
化
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
な
お
、
役
員
の
任
期
は

２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
　

新
役
員
が
選
任
さ
れ
る
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　令
和
６
年
５
月
24
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、
会
の
運
営

発
展
等
に
ご
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び

本
会
役
員
等
を
退
任
さ
れ
る
方
々
に

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
本
会
役
員
を
退
任
﹈

　・
髙
野

　重
彦 

様
（
龍
ケ
崎
市
）

　・
松
﨑

　昌
樹 

様
（
潮
来
市
）

﹇
市
町
村
団
体
会
長
を
退
任
﹈

　・
原
田

　保
男 

様
（
行
方
市
）

　・
大
槻

　幸
榮 

様
（
河
内
町
）

　そ
の
後
、
茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉

課
長 

森
田
教
司
様
か
ら
来
賓
を
代
表

し
て
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長 

榊
原
利
至
様
、

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合

会
会
長 

荻
津
和
良
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ

来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
議
事
に
入
り
、
令
和
５
年

令
和
６
年
度通

常

総

会

を

開

催

通常総会の様子

　米
川
会
長
様
を
は
じ
め
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
本
県
に
お
け
る
障
害

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
県
で
は
、
本
年
３
月
に

「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
完
全
参
加
」
を
基
本
理
念
に
、

「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ

な
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
権
利
擁

護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡
大
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
充
実
な
ど
、
障
害
者
施
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例

に
よ
り
、
広
く
合
理
的
配
慮
の
提
供

を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

般
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
も

踏
ま
え
、
合
理
的
配
慮
の
周
知
啓
発

に
、
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
す
べ
て
の
種
目
で
実
施
し

た
ほ
か
、
12
月
の
「
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お

い
て
も
、
芸
術
作
品
や
ス
テ
ー
ジ
で

の
発
表
会
形
式
に
よ
る
音
楽
、
ダ
ン

ス
の
発
表
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
取
組
み
が
強

化
さ
れ
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　県
で
は
、
今
後
と
も
、
各
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
協
議

会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
城
県
福
祉
部
長

　
　   

市 

村
　
美 

江

会
　
長

米 

川
　
正 

典

部
長
ご
あ
い
さ
つ

　こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人
茨
城
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　髙
木
前
会
長
を
は
じ
め
歴
代
会
長

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
を
受
け
継
ぎ
、

会
の
発
展
・
向
上
の
た
め
、
一
意
専
心

の
気
持
ち
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　さ
て
、
当
協
議
会
は
、
昭
和
42
年

５
月
に
結
成
し
、
会
設
立
か
ら
今
年
で

57
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

障
害
者
に
関
わ
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
法
整
備
や
県
条
例
の
制
定
な

ど
に
よ
り
充
実
強
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
障
害
者
が
抱

え
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
の
も
現

状
で
す
。

　ま
た
、
各
市
町
村
の
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
や
会
員

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
会
運
営
に
関
わ

る
厳
し
い
課
題
も
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
本
協
議
会
が
軸
と

な
り
、
会
員
の
皆
様
が
活
動
を
通
し
て

喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
各
種
事
業
の
充
実
と
活
性
化
に

向
け
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

度
事
業
報
告
、
収
支
計
算
書
、
公
益

目
的
支
出
計
画
実
施
状
況
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
は
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
５
期
10
年

に
わ
た
り
会
長
職
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
髙
木
昇
氏
が
、
こ
の
た
び
退
任
さ

れ
、
そ
の
功
労
を
た
た
え
同
氏
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
新
会
長
に
は
米
川
正
典
氏

が
就
任
さ
れ
、
新
役
員
体
制
に
て
令
和

６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

名誉会長

髙　木　　昇
常陸太田市

会　長

米 川　正 典
鉾田市

副会長

藤 田　賢 司
大子町

相談役

髙 野　重 彦
龍ケ崎市

副会長

中 島　秀 男
石岡市

副会長

尾 上　孝 俊
常総市

副会長

村 上　克 行
龍ケ崎市

副会長

石 津　初 美
鹿嶋市

理　事

荻 津　和 良
茨城町

理　事

齊 藤　茂 雄
取手市

理　事

大 野　幸 一
美浦村

理　事

服 部　佳 子
下妻市

理　事

今 井　輝 勝
古河市

理　事

軍 司　有 通
那珂市

新 

役 

員 

等 

の 

紹 

介

　

理　事

荒 井　栄 司
つくばみらい市

理　事

伊 藤　東 樹
牛久市(青年部会)

監　事

山 間　松 代
神栖市

監　事

中 島　隆 久
かすみがうら市

理　事

小松崎　　進
笠間市

　副
会
長
５
名
は
、
各
地
区

の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
兼
ね
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
各
福
祉
団
体
の
連

携
強
化
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
な
お
、
役
員
の
任
期
は

２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
　

新
役
員
が
選
任
さ
れ
る



身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き第82号 第82号2024年（令和6年）10月15日 2024年（令和6年）10月15日

ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

歌
謡
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
青
年
部
会
）

　第
27
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会
が
、
令
和
６
年
７
月
14
日(
日)

、

セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
、
応
援
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
含
め
総
勢
１
１
９
名
、

多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
う
方
な
ど

出
演
者
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

熱
演
し
、
参
加
者
・
応
援
者
と
も
に

笑
顔
に
満
ち
溢
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

潮
騒
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
方
々
に
よ
る
琉
球
太
鼓
の
披

露
、
鄧

穎

博

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
の
雰
囲
気
は

終
始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。 令

和
６
年
度
　
上
半
期

実
施
事
業
報
告

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
地
区

就
労
支
援
相
談
員
を
対
象
に
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　本
研
修
会
に
お
い
て
は
、
茨
城
県

福
祉
部
障
害
福
祉
課 

西
野
孝
副
参

事
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
が
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　研
修
の
内
容
は
、
厚
生
労
働
省
茨

城
労
働
局 

地
方
障
害
者
雇
用
担
当
官 

黒
澤
嘉
美
氏
か
ら
「
障
害
者
雇
用
の

現
状
と
施
策
」
と
題
し
て
、
障
害
者

雇
用
の
課
題
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が

行
う
障
害
者
支
援
、
障
害
者
差
別
禁

止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
研
修
会
参
加
者
か
ら
の
質
問

や
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演の様子 研修会の様子 主催者あいさつ

　令
和
６
年
７
月
25
日
（
木
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、「W

i-F
i

と
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
使
お
う
」、「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
災
害
に
備
え
よ
う
」
の
二

つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
や
便
利
な

機
能
の
活
用
方
法
な
ど
、
初
心
者
で

も
や
さ
し
く
学
べ
る
操
作
研
修
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　参
加
者
定
員
10
名
。
午
前
の
部
・

午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
５
名
ず
つ
の
少

人
数
形
式
に
て
、
専
門
講
師
が
操
作

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

い
講
義
内
容
で
研
修
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
、
日
ご

ろ
か
ら
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
ち
寄
り
、

操
作
や
設
定
に
係
る

質
問
や
相
談
対
応
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　
　
　操
作
研
修
会

研修会の様子 アトラクションの様子

５ ４

伊藤青年部会長あいさつ

ト
ウ   

イ
ン   

ボ
ア
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ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

歌
謡
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
青
年
部
会
）

　第
27
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

表
会
が
、
令
和
６
年
７
月
14
日(

日)

、

セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
、
応
援
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
含
め
総
勢
１
１
９
名
、

多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
う
方
な
ど

出
演
者
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

熱
演
し
、
参
加
者
・
応
援
者
と
も
に

笑
顔
に
満
ち
溢
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

潮
騒
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
方
々
に
よ
る
琉
球
太
鼓
の
披

露
、
鄧

穎

博

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
の
雰
囲
気
は

終
始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。 令

和
６
年
度
　
上
半
期

実
施
事
業
報
告

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
地
区

就
労
支
援
相
談
員
を
対
象
に
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　本
研
修
会
に
お
い
て
は
、
茨
城
県

福
祉
部
障
害
福
祉
課 

西
野
孝
副
参

事
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
が
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　研
修
の
内
容
は
、
厚
生
労
働
省
茨

城
労
働
局 

地
方
障
害
者
雇
用
担
当
官 

黒
澤
嘉
美
氏
か
ら
「
障
害
者
雇
用
の

現
状
と
施
策
」
と
題
し
て
、
障
害
者

雇
用
の
課
題
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が

行
う
障
害
者
支
援
、
障
害
者
差
別
禁

止
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
研
修
会
参
加
者
か
ら
の
質
問

や
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演の様子 研修会の様子 主催者あいさつ

　令
和
６
年
７
月
25
日
（
木
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、「W

i-F
i

と
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
使
お
う
」、「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
災
害
に
備
え
よ
う
」
の
二

つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
や
便
利
な

機
能
の
活
用
方
法
な
ど
、
初
心
者
で

も
や
さ
し
く
学
べ
る
操
作
研
修
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　参
加
者
定
員
10
名
。
午
前
の
部
・

午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
５
名
ず
つ
の
少

人
数
形
式
に
て
、
専
門
講
師
が
操
作

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

い
講
義
内
容
で
研
修
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
、
日
ご

ろ
か
ら
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
ち
寄
り
、

操
作
や
設
定
に
係
る

質
問
や
相
談
対
応
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　
　
　操
作
研
修
会

研修会の様子 アトラクションの様子

５ ４

伊藤青年部会長あいさつ

ト
ウ   

イ
ン   

ボ
ア
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取
手
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　会
長

　齊
藤

　茂
雄

市
町
村
だ
よ
り
こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村
団
体
の
活
動

状
況
等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　当
協
議
会
は
、
昭
和
32
年
９
月
15
日

に
設
立
。
67
年
も
の
年
月
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　半
世
紀
以
上
の
歳
月
を
重
ね
る
中

で
は
、
旧
取
手
市
と
旧
藤
代
町
が
平

成
17
年
に
合
併
し
、
新
生
取
手
市
が

誕
生
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
時
の
取
手

市
身
障
協
と
藤
代
町
・
ふ
じ
福
祉
会

が
合
併
し
、
新
た
な
「
取
手
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　合
併
当
初
は
、
会
員
数
も
約
１
０
０

名
に
の
ぼ
り
、
会
の
運
営
な
ど
も
順
調

に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
年
々
退
会
者
が
増

え
、
令
和
元
年
度
に
は
会
員
数
15
名
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。

　会
存
続
の
為
の
抜
本
的
な
改
善
策
を

模
索
し
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
会
員
相
互

の
交
流
や
絆
を
大
切
に
日
々
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　ま
た
、
当
協
議
会
に
お
い
て
は
、

会
報
誌
「
希
望
」
の
発
行
を
現
在
も

続
け
て
お
り
、
私
た
ち
が
元
気
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
る
姿
を
広
く
知
っ

　令
和
６
年
９
月
７
日
（
土
）、
ク
ロ
ー

バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
第
１
回
日
曜
交
流
会

を
、
朝
日
里
山
学
校
（
石
岡
市
）
に

て
実
施
し
ま
し
た
。

　朝
日
里
山
学
校
は
、
里
山
文
化
を

活
か
し
た
交
流
や
各
種
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
平

成
16
年
３
月
に
廃
校
と
な
っ
た
小
学

校
を
活
用
し
た
施
設
で
す
。

　木
造
平
屋
建
て
の
校
舎
を
で
き
る

限
り
残
し
て
整
備
さ
れ
、
地
元
の
農

産
物
、
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
色
々
な
体
験
、
食
の
大
切
さ

や
心
の
や
す
ら
ぎ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
幅
広
い
年

齢
層
の
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　今
回
は
、
こ
の
施
設
に
お
い
て
、

石
窯
焼
き
の
ピ
ザ
づ
く
り
を
体
験

し
、
里
山
メ
ニ
ュ
ー
（
そ
ば
・
天
ぷ

ら
な
ど
）
と
と
も
に
、
自
ら
作
っ
た

焼
き
た
て
ピ
ザ
を
堪
能
す
る
と
い
う

内
容
で
交
流
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ザ
生
地

て
も
ら
う
こ
と
も
、
会
の
存
続
・
活

性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ピザづくりの様子山・銀輪の集いへの参加行事参加時の集合写真会報誌「希望」

交流会の様子 ピザ焼きの様子

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 
曜 

交 

流 

会

を
麺
棒
で
伸
ば
し
、
決
め
ら
れ
た
具

材
を
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
ト
ッ
ピ

ン
グ
。
具
材
の
乗
せ
方
も
個
性
が
出

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ

と
な
り
、
最
後
に
石
窯
で
焼
い
て
完

成
で
す
。

　そ
の
後
、
里
山
学
校
の
教
室
に
て
、

焼
き
た
て
ピ
ザ
な
ど
を
皆
で
食
べ
な

が
ら
、
楽
し
い
交
流
会
の
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開会式選手宣誓の様子

　令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）
に
、

笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
令
和

６
年
度
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
大
会
に
お
い
て
は
、
個
人
競
技

と
し
て
陸
上
競
技
や
水
泳
、
ボ
ッ
チ
ャ

な
ど
８
つ
の
競
技
、
団
体
競
技
と
し

て
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

５
つ
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

り
入
れ
つ
つ
、
会
員
同
士
助
け
合
い

な
が
ら
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

行
方
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　会
長

　原

　喜
美
子

　当
協
議
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、
楽
し
く
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　令
和
６
年
２
月
18
日
（
日
）
に
は
、

行
方
市
玉
造
公
民
館
に
て
歌
謡
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
が
好

き
な
会
員
も
多
く
、
参
加
者
全
員
で

歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、『
手

話
披
露
曲
』
を
披
露
し
、
ど
な
た

で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
催
し
物
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
９
日
（
土
）

に
は
、
会
員
親
睦
研
修
と
し
て
、

栃
木
県
へ
日
帰
り
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
岩
下
の
新
生
姜
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
大
前
恵
比
寿
神
社
へ
赴

き
、
学
び
を
得
な
が
ら
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
５
年
度
は
、
『
鹿
行

地
区
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
』
が
行
方
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
度
ま
で
、
『
鹿
行
地
区
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
だ
っ
た

も
の
を
一
新
し
、
三
障
害
す
べ
て
の

方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　高
齢
化
が
進
む
世
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
や
考
え
を
取

スポーツ交流大会 歌謡発表会
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７
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１
回
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流
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朝
日
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岡
市
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に
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し
ま
し
た
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日
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里
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を
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交
流
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体
験
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グ
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ど
が
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て
お
り
、
平

成
16
年
３
月
に
廃
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と
な
っ
た
小
学

校
を
活
用
し
た
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設
で
す
。

　木
造
平
屋
建
て
の
校
舎
を
で
き
る

限
り
残
し
て
整
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さ
れ
、
地
元
の
農

産
物
、
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
色
々
な
体
験
、
食
の
大
切
さ

や
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の
や
す
ら
ぎ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
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る
場
所
と
し
て
、
幅
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い
年

齢
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の
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て

お
り
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す
。

　今
回
は
、
こ
の
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設
に
お
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て
、

石
窯
焼
き
の
ピ
ザ
づ
く
り
を
体
験

し
、
里
山
メ
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（
そ
ば
・
天
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ら
な
ど
）
と
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も
に
、
自
ら
作
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た

焼
き
た
て
ピ
ザ
を
堪
能
す
る
と
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う

内
容
で
交
流
会
を
企
画
し
ま
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た
。
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加
者
は
、
そ
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ピ
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生
地
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も
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こ
と
も
、
会
の
存
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・
活
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が
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。
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後

記

　今
年
の
夏
も
、
記
録
的
な
暑
さ
と

な
っ
た
昨
年
を
上
回
る
厳
し
い
夏
で

し
た
。

　記
憶
に
残
る
の
は
、夏
の
暑
さ
だ
け

で
は
な
く
、７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

か
け
て
行
わ
れ
た
「
パ
リ
２
０
２
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　開
催
期
間
中
、日
本
選
手
は
も
ち
ろ

ん
、各
国
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動
に
感
動

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
楽
し
む
こ
と
で
、

今
年
の
暑
い
夏
を
無
事
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
O
・
Ｓ
）

第82号（法人化第33号）

　Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
っ
て
い
る
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
一
般

会
員
よ
り
年
会
費
が
安
い
な
ど
有
利

な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提
示

し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・
往
復
・

連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で
２
０
１
㎞

以
上
利
用
す
る
場
合
、
２
〜
３
割
引
で

特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入
で

き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円
（
入
会
金
は
無
料
）

　常
陽
銀
行
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
も
可

能
で
す
。

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９ ‒

 
２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

賛
助
会
員
の
募
集

　当
協
議
会
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立

更
生
と
福
祉
の
増
進
、
県
民
の
方
の
理

解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　県
民
の
方
々
、
団
体
各
位
の
ご
理
解

と
ご
賛
同
の
上
、
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば

誠
に
幸
い
で
す
。

　な
お
、
賛
助
会
費
は
一
口
３
千
円

で
す
。
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各
種
相
談
の
ご
案
内

 

結
婚
相
談

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
結
婚
登
録

・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　県
内
に
居
住
し
身
体
障
害
者
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
心
身
と
も
に

結
婚
生
活
が
可
能
な
方
、
ま
た
は
結

婚
を
希
望
さ
れ
る
方
。

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

 （
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

・
時

　間

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
。

※

来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

 

総
合
相
談

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

 （
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

ç

５
時
ま
で
。

☎
０
２
９ ‒

 
２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

・
来
所
相
談

　午
前
10
時
〜
午
後
３

　時
ま
で
（
要
予
約
）
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